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第4部 研究会の活動記録

1.学 内研究助成金交付 申請書

学 内 研 究 助 成 金 交 付 申 請 書

提 出 日 平成22年12月7日

近畿大学学長 殿

下記 の とお り研 究 を実 施 した い の で 、学 内研 究 助 成 金 を交 付 され る よ う申

請 しま す 。

審 査 希 望 種 目

□奨励研 究助成 金 □研究成果刊行助成金

□21世 紀研究開発奨励金 團21世 紀教育開発奨励金

(共同研究助成金)(教 育推進研究助成金)

審 査 希 望 部 門 人 文 ・芸 術 学 土会 科 学 理 ・工 学 農 学 医 ・薬 学

申

請

者

所属
(所属の学科・科名まで詳しくご記入ください)

経営学部 商学科

ふ りがな

氏名

ま す だ だいぞ う

増田 大三 印

職名 教授 学位
MBA

商学修士
専門 商学 年齢 〔略 〕

研 究題 目

(刊行物名)
近畿大学の大学アーカイ ヴズ構築に関する基礎的研究

研究経費総額 197(単 位 万円)

共 同研 究者(21世 紀研究開発奨励金及び21世 紀教育開発奨励金が対象で学内に限る)・共著者(刊 行助成が対象で学内に

限る)

ふ り が な

氏 名
所 属 職 名 学 位 専 門

上 崎 哉 うえさき はじめ

酒 勾 康 裕 さかわ やすひろ

稲 葉 浩 幸 いなば ひろゆき

藪 下 信 幸 やぶした のぶゆき

鈴 木 拓 也 すずき たくや

田窪 直 規 たくぼ なおき

冨 岡 勝 とみおか まさる

法学部

経済学部

経営学部

経営学部

文芸学部

短期大学部

教職教育部

准教授

講師

教授

准教授

准教授

教授

准教授

修士(政 治学)

修 士(教 育学)

博 士 く商学〉

修士(経 済学)

博 士(文 学)

博 士(図 書館情報学)

修士(教 育学)

行政学

韓国語教育

保険論

商業史

日本古代史

図書館情報学

教育史

指導教 授(申 請者が助教、助手の場合に学外者でも可)

ふ り が な

氏 名
印 所 属 職 名 学 位 専 門
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第4部 研究会の活動記録

研 究 経 費(予 算 申請 内訳)※ 詳 細 に 記 入 して く だ さい

平 成23年 度

支 出科 目 内 容
金 額

(単 位 万 円)

材 料 用 品 費
文 書 フ ァ イ ル8冊 ×0.2

USBメ モ リ8個 ×0.2

1.6

1.6

新 聞 図 書 費

全 国 大 学 史 資 料 協 議 会 編 『日本 の 大 学 アー カ イ ヴズ 』(京

都 大 学 学 術 出版 会 、2005年 、5050円)ほ か 、国 内外 の ア
ー カ イ ヴズ 関係 文 献

39.9

用 品 費
ボ イ ス レ コ ー ダ ー(オ リ ン パ スLS-11)

デ ジ タ ル カ メ ラ(ソ ニ ーNEX・5Kズ ー ム レン ズ セ ッ ト)

5

8

教 育 研 究 用

機 器 備 品 費

な し 0

国 内

旅 費 交 通 費

東 京 、 学 習 院 大 学 ・ 早 稲 田 大 学 調 査 、

1泊2日 、1回 、3名 ×4.5万 円

仙 台 、 東 北 学 院 ・東 北 大 学 調 査 、1泊2日 、1回 、3名 ×7万 円

名 古 屋 、 南 山 大 学 ・名 古 屋 大 学 調 査

1泊2日 、1回 、3名 ×3.5万 円

福 岡 、 九 州 大 学 ・ 九 州 工 業 大 学 調 査

1泊2日 、1回 、3名 ×5万 円

広 島 、 広 島 大 学 調 査 、1泊2日 、1回 、3名 ×4.5万 円

大 阪 、 関 西 大 学 ・ 大 阪 大 学 調 査 、

1日 、1回 、3名 ×0.3万 円
㌧_

京 都 、 同 志 社 大 学 ・京 都 大 学 調 査

1日 、1回 、3名 ×0.5万 円

13.5

21

10.5

15

13.5

0.9

1.5

小 計75.9

印刷複 写費 研 究 成 果 報 告 書(カ ラ ー 、200頁 、300冊) 35

郵 便 料
研 究 成 果 報 告 書 学 外 郵 送 費200×500 10

電信 電話料 な し 0

運 賃 な し 0

小修 繕費 な し' 0

雑 支出費 (論 文 等 の投稿 料は 除 く)な し 0

車両燃料 費
0

出 版 費 (研究成果刊行助成金のみ) 0

報酬謝礼 金支 出

公 開研 究 会 の 学 外 報 告 謝 礼 金(旅 費 含 む)

東 京 か ら の報 告者2名(各90分 間)×6万 円

公 開 研 究 会 テ ー プ起 こ し費 用4時 間 ×2万 円

12

8

年度計 197
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第4部 研究会の活動記録

研 究 目的 ・意義

①研 究の背景

本学で は近年、初年次 におけ る自校 教育 にカが入れ られ ているが、この 自校教育 を含 めた教育活

動 を継 続的 に充実 させ てい く うえで、本 学の教育 ・研究 の営 みに関す る多様 な資料 を絶 えず収集 ・

整理 ・保 存 し、それ らを積極的 に公 開 してい く取 り組 みが重要にな って くるだ ろ う。大学が 自らの

歩み を絶 えず振 り返 るためには、具 体的な歴 史的資料 が必要だか らで ある。

また、今か ら15年 後 の2025年 に創 立百周年 を控 えてい ることか らも、大学の各時期の歩み を

示す資料 を整備す る必要性 が高まってい るとい えるだ ろ う。

、近年各地 の大学 で、大学 アー カイ ヴズ(大 学文書館)を 設 置 して保存期限 の過 ぎた大学法人文書

や大学 の歴史 に関わる学 内外 の資料 を積極 的に収集 し、それ らを整理 ・保存 ・公 開す る動 きが盛ん

にな りつつ ある。2001年 に設置 され た京都 大学の大学文書館 がそ の先駆 け となった が、情報公開

制度 の対象 とはなっていない私 立大学で も、大学の法人文書 を保存 ・整理 ・公 開す る取 り組みが、

早稲 田大学や 明治大学 で も進 め られ、近年は大東文化大学や学習院大学 な どでも大学 アーカイ ヴズ

が新設 されつつ あ る。本学 におい て も、こ うした大学アーカイ ヴズを構築す るこ とは有意義 なこ と

ではないだろ うか。

しか し大学 アーカイ ヴズ といって も、組織や機能 は大学に よ り様 々で あ り、とりわけ本学 のよ う

な大規模 な私 立大学に適 した大学アーカイ ヴズ を どのよ うに構築 していった らよいのか、自校史教

育を含 む教 育 ・研究 に どのよ うにスムーズに活用 され てい くよ うに してい けばよいのか、慎重 な検

討 が必要 であ る。

また近年 、図書館 ・文書館 ・博物館 の連携 に注 目が集 ま る中、新 たに大学 アーカイ ヴズを設 けよ

うとす る際に、どの よ うに した ら他 の学 内施設 との連携 を構想 しなが ら設 置計画 を立て ることがで

きるのか、 といった問題 も、検討 の価値 がある と考 え られ る。

②研 究 目的(何 を どこまで明 らかにす るか)

本研 究は、1年 間の研究期 間で①先行研 究の検討 、②各 大学への事例調査、③公 開研 究会の開催

を通 じて、本 学の特色 に応 じた大学 アー カイ ヴズ像 のあ り方 について一定の方向性 を示 す ことを 目

的 とす る。つま り、本学で大学 アーカイ ヴズ設置構想 が求 め られ た際に、基礎 的な知 見 を提供 でき

るよ うな準備 を 目指す。

③研 究の特色 ・独創 性及び結果 と意 義

本研 究 を通 して、自校教 育を含 む本 学の教育活動の充実 に必要 な、本 学の歴 史 に関す る資料整備

を進 展 させ るこ とがで きる。

また、様 々なタイ プの大学アーカイ ヴズが各地の大学 に存在 してい る中で、新たに大学アーカイ

ヴズ を設 置 しよ うとす る大学 に対 して、目指すべ き大学 アーカイ ヴズ像 の選択 に寄与す るよ うな先

行研 究は十分 とはい えない。本研究 の取 り組み は、本 学の教 育の充実だ けでな く、新 たに大学アー

カイ ヴズ を構 築 しよ うとす る全 国の大学 に対 して も有用 な知 見を提供 す るケースス タデ ィとな る。

「図書館 ・文書館 ・博物館 の連携 」を最初か ら目指 した大学 アー カイ ヴズにつ いて も、その意義

や 実現方法 につい て十分議論 されてい ない状況 であ る。 したが って本研究 に よって、 「図書館 ・文

書館 ・博物館 の連携 をはか るよ うな大学アーカイ ヴズ を どの よ うに した ら設置 できるのか」といっ

た点についての有用な知見 を提供す るこ とも可能 であ る。

④ 国内外 の関連す る研究状況 と当該研 究の位 置づ け

全国大学史資料協議 会編 『日本 の大学アーカイ ヴズ』(京 都 大学学術出版 会、2005年)な どに近

年 の全 国の大学アーカイ ヴズの取 り組み が明 らかに され てい る。また、各大学アーカイ ヴズで、研

究紀 要な どが出 され、大学アーカイ ヴズの役割や活動 内容 な どについての研 究が毎年 蓄積 されてい

る。 しか し、 「新 た に大学 アー カイ ヴズを設 置 しよ うとす る大 学が、その大学の特質 を生 か した大

学 アーカイ ヴズを、 どの よ うな方法で構想 し、構築 してい った らよい のか」 とい う問題や 、 「図書

館 ・文書館 ・博物館 の連携 がスムーズにで きる大学アーカイ ヴズ を どのよ うに した ら構想 できるか」

とい うことについては、新たな知見 を提供す る ことが可能 であ る。
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研究 計画 ・方法

1年 間の研究期間で、① 先行研 究の検討 、② 各大学への事例調査 、③公 開研究会 の開催 をお こな

い、本学 の特質 を生 か した大学 アー カイ ヴズの構 築 に関す る基礎研究 を次 の よ うに実施 してい く。

本研 究は、経営史、行政学 、図書館 情報学、 日本 史、教育史 、韓国語 な ど様 々な研究分野 をもつ教

員が共同で進 めてい く面で特色 があ り、 「全学 的な協 力体制 による大学 アーカイ ヴズづ くり」 に も

つなが り得 る共 同研究 といえ る。また、本学ρ建学史料 室 ・図書館 ・総務部 な どの事務部署 と積極

的に交流 し、協力 関係 をつ くってい く。

①先行研 究の検討 として、約2ヶ 月 に1回 のペ ースで先行研究の検討 をお こな う6そ のために、

アーカイ ヴズ関係す る国内外 の文献購入 を必要 とす る。

②各大学への事例調査 では、本 共同研 究の メンバー が国内の代表 的な大学アーカイ ヴズの うち7

カ所 を直接訪 問 し、施設や所蔵資料 の概要 を調査(写 真 撮影 も含む、)す る とともに、 「大学の特徴

に応 じて どの よ うな組 織形態の大学アーカイ ヴズを設置 し、どのよ うな成果や課題 があ るか」につ

いて、担 当者か ら直接話 を聞 き、意 見交換 もお こな う。 これ らの調査 のために、ボイス レコーダー

とデ ジタルカ メラの購 入が必要で ある。

③公開研究会で は、大学 アーカイ ヴズに関す る専 門家 を招 き、私立大学 の大学 アーカイ ヴズ に関

す る報告 を聞 く。この場 には本 共同研 究の メンバーだ けでな く、広 く全学 の教職員 に参加 を呼びか

け、認識 の共有 を 目指す。 このた めに、学外報告者へ の謝礼(交 通旅 行費含む)を 必 要 とす る。ま

た詳細 な記録 を残す ためテー プ起 こし費用 を要す る。

以上 の結果 を写真入 りの約200頁 の詳細 な研 究成果 報告書 にま とめ、各学部 ・事務局 に配布 して

全学にむ けて基礎 的資料 の提供 をお こな う。また、全 国大学史資料協議会 の加盟校 ・会員 をは じめ、

関係機 関 ・研 究者 へ も報告書 を配布 し、本研 究の成果 を広 く伝 える。そのために、印刷費 ・郵送費

を必 要 とす る。 また、研 究資料 の整理 のため、 ファイル の購入 が必要 であ る。

〈主な研 究予定 〉

平成23年5月

7月

8月

9月

12月

平成24年1月

1月

3月

第1回 例会 先行研究検討①

第2回 例会 先行研究検討②、他大学調査の計画

他大学の大学アーカイヴズへ訪問調査(11月 まで)

第3回 例会 先行研究検討③、他大学調査の中間報告

第4回 例会 先行研究検討④、他大学調査のまとめ

第5回 例会 公開研究会の準備

公開研究会(仮 計画)「 近畿大学の特徴を生かした大学アーカイヴズ像を探

報告1大 学アーカイヴズとは何か

報告2大 規模私立大学における大学アーカイヴズ

報告3ア ーカイ ヴズ ・図書館 ・博物館連携の視点

研究成果報告書の作成

申請者(増 田)は 、主に自校史教育と大学アーカイヴズの関係について検討しながら、共同研究

全体を統括する。上崎は、地方自治自体の情報公開制度に関する経験と知見をもとに、主に大学の

法人文書の整理 ・保存および公開について検討する。酒勾は主に、先進的な取り組みが見られる韓

国の大学アーカイヴズに関して検討する。稲葉と藪下は、社史や企業アーカイヴズを使った研究の

経験を生かしながら、主に本学の大学アーカイヴズのあり方について検討する。鈴木は、日本史研

究の立場から、主に本学における資料保存や活用のあり方について検討する。田窪は、図書館情報

学研究の立場から、主に文書館と他施設との連携の視点から本学の大学アーカイヴズ構築を検討す

る。冨岡は、高等教育史研究と大学史編纂への経験者の立場から、主に本学の歴史に関する資料の

収集 ・整理 ・保存について検討する。

〔以下略〕
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o

2.研 究会議事録

(第1回)

「近 畿 大 学 の大 学 ア ー カ イ ヴ ズ構 築 に 関す る基 礎 的研 究 」 第1回 研 究 会

日 時:2011年5月26日(木)18時10分 ～20時00分

場 所:21号 館7F短 期 大 学 部 会 議 室

出席 者(敬 称 略):増 田大 三 、 田窪 直規 、 冨 岡 勝 、 鈴 木 拓 也 、 上崎 哉 、

酒 勾 康 裕 、藪 下信 幸 、稲 葉 浩 幸

配 布 資 料:

(1)先 行 研 究 検 討 ① 全 国 大 学 史 資 料 協 議 会(2005)『 日本 の 大 学 ア ー カ イ ヴ

ズ 』京 都 大 学 学 術 出版 会 第1章 レジ ュ メ

(2)年 間計 画 案 〈2011年5月 ～2012年3月 〉

(3)平 成23年 度 学 内研 究 助 成 金 交 付 申請 書

(4)平 成23年 度 学 内研 究 助 成 金 交 付 通 知 書

(5)平 成23年 度 学 内研 究 助 成 金 使 用 内訳 書

議 題:

1.メ ンバ ー 自 己紹 介

研 究 代 表 者 で あ る経 営 学 部 の 増 田 よ り今 回 の研 究 に 関 す る趣 旨説 明 が な さ

れ た 後 、 各 メ ンバ ー に よ る 自己 紹 介 が 行 われ た。

2.先 行 研 究 の検 討 ①

教 職 教 育 部 の 冨 岡 よ り配 布 資 料(1)に も とつ い て 、 大 学 ア ー カイ ヴズ の

現 状 と今 後 につ い て の報 告 が な され た 。 特 に 、大 学 ア ー カ イ ヴズ の 具 体 的 な

事例 と して 、 京 都 大 学 大 学 文 書館 と明 治 大 学 史 資 料 セ ン ター の ア ー カ イ ヴズ

へ の 取 り組 み につ い て紹 介 し、 これ か らの 大 学 アー カ イ ヴズ の 方 向 性 や 今 後

の 近 畿 大 学 にお け る ア ー カ イ ヴズ の 活 動 につ い て報 告 した。

3.年 間計 画 の検 討

配 布 資 料(2)に も とづ き 、 冨 岡 よ り年 間 ス ケ ジ ュー ル に つ い て の概 略 が

示 され た。 詳 細 につ い て は次 回 以 降 の研 究 会 にお い て検 討 して い く こ とに な

っ た。

な お 、 次 回 の 第2回 研 究 会 の 開催 につ い て 以 下 の よ うに決 定 した。
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日 時:2011年6月30日(木)18時10分 ～20時00分

場 所:21号 館7F短 期 大 学 部 会 議 室

報 告:先 行 研 究検 討 ② 『日本 の ア ー カ イ ヴズ 』 第2章(担 当:藪 下)

先 行 研 究 検 討 ③ 『日本 の ア ー カ イ ヴズ 』 第3章(担 当:鈴 木)

先 行 研 究 検 討 ④ 『日本 の ア ー カ イ ヴズ 』 第4章(担 当:上 暗)

検 討 事 項 他 大 学 調 査 の 計 画 と調 査 項 目の作 成

4.研 究 費 の執 行 方 法

配 布 資 料(5)に も とつ い て 、増 田 と冨 岡 よ り各 担 当者 へ の 研 究 費 予 算 配

分 とそ の使 用 方 法 につ い て説 明 が な され た 。

以 上

2011年6.月5日 作 成 者:稲 葉 浩 幸
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(第2回)

「近 畿 大学 の 大 学 ア ー カ イ ヴズ構 築 に 関 す る基 礎 的 研 究 」 第2回 研 究 会

日 時:2011年6月30日(木)18時10分 ～20時00分

場 所:21号 館7F短 期 大 学 部 会 議 室

出 席 者(敬 称 略):増 田大 三 、 田窪 直 規 、鈴 木 拓 也 、上 崎 哉 、酒 勾 康裕 、藪 下

信 幸 、稲 葉 浩 幸

配布 資 料:

(1)先 行 研 究 検 討 ② 全 国 大 学 史 資 料 協 議 会(2005)『 日本 の 大 学 アー カイ ヴ

ズ』 京 都 大 学 学術 出版 会 第2章 レジ ュ メ

(2)先 行 研 究検 討 ③ 全 国 大 学 史 資 料 協 議 会(2005)『 日本 の大 学 アー カイ ヴ

ズ』 京 都 大 学 学術 出 版 会 第3章 レジ ュ メ

(3)先 行 研 究検 討 ④ 全 国 大 学 史資 料 協 議 会(2005)『 日本 の大 学 アー カ イ ヴ

ズ』 京 都 大 学 学術 出 版 会 第4章 レジ ュ メ

(4)「 近 畿 大 学 の 大 学 アー カイ ヴズ構 築 に 関 す る基 礎 的研 究 」訪 問調 査 に つ

い て の挨 拶 文 原 案

(5)「 近 畿 大学 の 大 学 ア ー カ イ ヴズ構 築 に 関す る基礎 的 研 究 」 第1回 研 究 会

議 事 録

議 題:

1.先 行 研 究 の検 討 ② ～④

まず 、 第1報 告 と して経 営 学 部 の 藪 下 よ り配 布 資 料(1)に も とつ い て 、

大 学 ア ー カ イ ヴズ の 設 置 契 機 と して年 史編 纂 作 業 が 重 要 とな る こ と、 ま た そ

の後 の 資料 収集 ・整 理 作 業 の習 慣 化 とシ ス テ ム 化 が 必 要 で あ る との報 告 が な

され た。

次 に 、 第2報 告 と して 文 芸 学 部 の 鈴 木 よ り配 布 資料(2)に も とつ い て 、

国 立 大 学 に お い て は 情 報 公 開法 に 基 づ く文 書 管 理 規 定 が定 め られ て い るが 、

私 立 大 学 で は ど うあ るべ き か 、 ま た 大 学 ア ー カ イ ヴズ が扱 う資料 と して 学術

研 究 に 関 わ る資 料 につ い て も受 け入 れ るの か ど うか とい っ た 問題 点 が 指 摘 さ

れ た。

第3報 告 と して 、 法 学 部 の 上 暗 よ り配 布 資 料(3)に も とつ い て 、 研 究 会

の 当 面 の役 割 と して 大 学 全 体 へ の 大 学 ア ー カ イ ヴズ構 築 の必 要 性 を訴 えて い
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くこ と、 ま た運 用 可能 な 文 書 管 理 シ ステ ム を作 っ て い くこ とな どが指 摘 され

た。

こ の よ うな報 告 を踏 ま えた 上 で 、 経 営 学部 の 増 田 よ り研 究 会 の方 向性 が 以

下 の よ うに示 され た。

近 畿 大 学 に お け るア ー カ イ ヴズ の必 要性 につ い て教 職 員 の 理解 を得 るた め

に 、大 学 ア ー カ イ ヴズ を テ ー マ に12月 、全 学FD研 究集 会 を開 催 す る。

ま た 、ア ー カ イ ヴ ズ を進 め る た め の ひ とつ の手 段 と して 、近 畿 大 学100年

史 の 作成 を 提 案 し、 そ の た め の 準備 と して 建 学 資 料 室 に 協 力 を求 めて い く免

さ らに 、 近 畿 大 学 にお け る文 書 管理 の 現 状 を把 握 した 上 で 、 訪 問 調 査 に よ

る他 大 学 の 方 法 を参 考 に 、総 務 部 との 連 携 を 図 りな が ら、 問 題 点 を指 摘 す

る。 そ れ と とも に 、例 え ば トー タル フ ァイ リ ン グシ ス テ ム な どをテ ー マ に

事 務 部 の 研 修 を行 い 、 ア ー カ イ ブ ズ構 築 と事 務 の 効 率 化 を 図 っ て い く。

2.第3回 研 究 会 の 開催

次 回 の第3回 研 究 会 の 開催 に つ い て 以 下 の よ うに決 定 した 。

日 時:2011年7.月9日(土)11時00分 ～

場 所:21号 館7F短 期 大 学 部 会 議 室

検 討 事 項 他 大 学 調 査 の 計 画 と調 査 項 目の 作 成

なお 、今 回 の議 論 にお い て 、電 子 文 書 の 取 り扱 い に 関 して調 査 項 目に加 え る

こ とが提 案 され た。

以 上

2011年7月8日 作 成 者:稲 葉 浩 幸

(第3回)調 査計画 の相談 のみ。議 事録省略

145



第4部 研究会の活動記録

(第4回)

「近 畿 大 学 の 大 学 ア ー カイ ヴズ構 築 に 関 す る基 礎 的 研 究 」 第4回 研 究 会

日 時:2011年11月1日(火)10:40～12:20

場 所:21号 館7F短 期 大 学 部 会 議 室

出 席 者(敬 称 略):増 田 大 三 、 田 窪 直 規 、 冨 岡 勝 、 鈴 木 拓 也 、 上 崎 哉 、 藪 下

信 幸 、 稲 葉 浩 幸

配布 資 料:

(1)「 近 畿 大 学 の 大 学 ア 緊 カ イ ヴズ構 築 に 関 す る基礎 的 研 究 」 第4回 研 究 会

次 第

(2)広 島 大 学 調 査 報 告 書 原 稿 案

(3)東 北 大 学 調 査 報 告 書 原 稿 案

(4)九 州 大 学 調 査 報 告 書 原 稿 案

(5)明 治 大 学 調 査 報 告 書原 稿 案

(6)「 近 畿 大 学 の 大 学 アー カ イ ヴズ構 築 に関 す る基 礎 的研 究 」調 査 報 告 書構

成 案

(7)全 学FD研 究集 会 の 開 催 につ い て(ご 案 内)

議 題:

1.8月 分 調 査 の報 告 書 の 原 稿 案 と レイ ア ウ ト案 に つ い て

配 布 資 料(2)～(6)に も とづ き、 担 当者 よ り調 査 結 果 の概 要 につ い て 報

告 が な され た 。 なお 、報 告 書 の 中に 施 設 等 に 関す る基 本 デ ー タ を追加 項 目 と

して記 載 す る こ とに決 定 した。 ま た 、 他 の 調 査 結 果 の報 告 に つ い て は 次 回 以

降 の研 究 会 にて 行 う こ と とな った 。 写 真 デ ー タ に つ い て は 冨 岡 ま で 送 付 す る

よ う連 絡 が な され た 。 さ らに 、 配 布 資 料(7)に も とつ い て 、 冨 岡 よ り研 究

報 告 書 の 構 成 案 につ い て説 明 が行 わ れ た 。

2.12月17日FD研 究 集 会 の 準備 状 況 報 告

配布 資 料(8)に も とづ き 、2011年12月17日 に 開催 され る全 学FD研 究

集 会 につ い て 、 冨 岡 よ り講 師 と講 演 内容 が紹 介 され た。
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3.今 年 度 の今 後 の 活 動 につ い て

冨 岡 よ り今 年 度 の活 動 予 定 に つ い て 以 下 の よ うな 説 明 が あ っ た。

①第5回 研究会お よび第6回 研 究会 の開催 日時 と議題 についての提案

②参考文献 『日本の大学アーカイヴズ』による先行研究の検討

③調査研究報告書編集スケジュールの確認

4.来 年 度 学 内研 究 助 成 申請 に つ い て

平成24年 度 の 学 内 研 究 助 成 申請 を継 続 して 行 うこ とが 承認 され た 。 そ の

際 、総 務 部 総 務 課 か らの ス タ ッフ2～3名 を共 同研 究 者 と して メ ンバ ー に加

え る こ とが決 定 され た 。

5.第5回 研 究 会 の 開催

次 回 の第5回 研 究会 の 開催 につ い て は 以 下 の よ うに決 定 した。

日 時:2011年12月22日(木)11:00～

場 所:21号 館7F短 期 大 学 部 会 議 室

検 討 事 項 調 査 報 告 書 の概 要 説 明

研 究報 告 書(冊 子)の 構 成 確 認

以 上

2011年11月2日 作 成 者:稲 葉 浩 幸
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(第5回)

「近 畿 大学 の大 学 アー カイ ヴズ構 築 に関す る基礎 的研 究」第5回 研 究会

日 時:2011年12月22日(木)11:00～12:30

場 所:21号 館7F短 期 大 学 部 会 議 室

出席 者(敬 称 略):増 田大 三 、 田窪 直 規 、 冨 岡 勝 、 鈴 木 拓 也

上 暗 哉 、 酒 勾 康 裕 、 藪 下 信 幸 、 稲 葉 浩 幸

配布資料:

(1)「 近 畿 大学 の大 学 アー カイ ヴズ構築 に関す る基礎 的研究」第5回 研 究

会 次第

(2)「 近 畿 大学 の 大学 アー カ イ ヴズ構 築に関す る基礎的研究」調査研究報

告書構成案

(3)立 教学 院史 資料 セ ンター調 査報 告 書原稿案

(4)学 習院 アー カ イ ヴズ調 査報 告書 原稿案

(5)京 都 大 学文 書館 調 査報 告書 原稿 案

(6)大 阪大 学文 書館 設 置準備 室調査 報 告書原稿案

(7)南 山大 学 史料 室調 査報 告 書原稿 案

(8)名 古屋 大学 文 書資 料室 調査 報告 書原稿案

(9)同 志社 大学 同志社社 史 資料 セ ンター調査報告書原稿案

(10)「 近 畿大 学 の大学 アー カイ ヴズ構 築に関す る基礎的研究」第4回 研

究 会議 事録

議 題:

1.訪 問調 査 の 報 告 書 の原 稿 案 に つ い て

配 布 資 料(3)～(9)に も とづ き 、担 当 者 よ り調 査 結 果 の概 要 に つ い て

報 告 が な され た 。 な お 、報 告 書 の 調 査 者 に 関 す るデ ー タ と して 、調 査 者 の

役 割 分 担 に つ い て も 明 記 す る こ とに 決 定 した 。ま た 、酒 匂 よ り韓 国 の 大 学

ア ー カ イ ヴ ズ の 事 例 と して 、 ヨ ンセ 大 学 とキ ョン ヒ大 学 の 状 況 に つ い て 、

資 料 集 お よ び 写 真 等 に も とつ い て 報 告 が 行 わ れ た 。

2.『 平 成23年 度21世 紀 教 育 開発 奨 励 金 プ ロ ジ ェ ク ト 「近 畿 大 学 の 大 学

アーカイ ヴズ構築に関する基礎的研究」調査研究報告』構成案の確認
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配 布 資 料(2)に も とづ き 、 報 告 書 構 成 案 に つ い て 冨 岡 よ り説 明 が な さ

れ た 。な お 、訪 問 調 査 結 果 に 特 別 編 と して 九 州 工 業 大 学 明 専 ア ー カ イ ヴズ

と韓 国 の 大 学 ア ー カ イ ヴズ を掲 載 す る こ と と な っ た 。 ま た 、 各 大 学 の 規

定 ・利 用 手 続 き 等 の 資 料 を 平 成24年1月15日 ま で に 冨 岡 ま で 提 出 す る

よ う依 頼 が あ っ た 。

3.全 学FD研 究 集 会 の 振 り返 り

平 成22年12月17日 に 開催 され た 全 学FD研 究 集 会 に つ い て 各 メ ンバ

ー よ り以 下 の よ うな 報 告 が な され た 。

〔成 果 〕

・全 学FD研 究 集 会 の ア ン ケ ー ト集 計 か ら は 、全 体 的 に 好 意 的 な 印 象 を

受 け た との 結 果 で あ っ た。

・ア ー カ イ ヴズ が 大 学 の ア イ デ ン テ ィテ ィへ 寄 与 す る こ とに よ っ て 、学

生 が 「近 大 に き て よ か っ た 」とい うこ とへ 発 展 して い くの で は な い か 。

・こ れ ま で 実 施 され て き た 全 学FD研 究 集 会 の な か で 一 番 良 か っ た とい

う感 想 が 寄 せ られ 、そ れ は 特 に 自校 史 教 育 を 行 う意 義 に つ い て の 理 解

が 深 ま っ た こ とに よ る。講 演 の な か で 、過 去 に あ っ た 出 来 事 に お い て 、

大 学 の 良 い 面 だ け で な く 、負 の 部 分 につ い て も 話 を す る こ とで 学 生 も

信 用 し、安 心 す る。 ま た 、そ う した 負 の 部 分 に 対 して 大 学 は どの よ う

に 対 応 した の か を含 め て 示 す こ とで 、不 本 意 入 学 者 の 居 場 所 を示 す と

い う話 に 感 銘 を 受 け た。

〔課 題 〕

・今 後 の 課 題 と して は 、文 書 の 管 理 ・保 存 に つ い て で あ り、講 演 の な か

で も触 れ られ て い た よ うに 、や は り事 務 部 門 との 連 携 が 必 要 とな っ て

く る。近 畿 大 学 に お い て も どの よ うに して 教 員 と職 員 の連 携 や 、他 の

部 署 ご との 連 携 を 図 っ て 、文 書 管 理 の シ ス テ ム を構 築 して い くの か が

検 討 課 題 で あ る。

・講 演 会 に お い て 、理 系 学 部 にお い て 貴 重 な 展 示 物 等 が 保 管 され て い る

とい っ た 発 言 も あ り、これ らの 歴 史 的 な遺 産 を今 後 ど の よ うに活 用 し

て い くの か も検 討 す べ き で あ る。
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4.第6回 研 究 会 の 開 催

次 回 第6回 研 究 会 の 開 催 に つ い て は 以 下 の よ うに決 定 した。

日 時:2012年1月24日(火)11:00～

場 所:21号 館7F短 期 大 学 部 会 議 室

検 討 事 項:研 究 報 告 書 冊 子 原 稿 の 最 終 調 整 、今 年 度 の成 果 と課 題 の 確 認

以 上

2012年1.月2日 作 成 者:稲 葉 浩 幸
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(第6回)

「近畿 大学 の大 学 アー カイ ヴズ構 築に関す る基礎的研究」第6回 研 究会

日 時:2012年1月24日(火)11:00～12:45
1

場 所:10号 館12F教 職 教 育 部 長 室

出席 者(敬 称 略):増 田大 三 、 田窪 直 規 、 冨 岡 勝(司 会)

鈴 木 拓 也 、 藪 下 信 幸(記 録)

欠 席 者(敬 称 略):上 崎 哉 、 酒 勾 康 裕 、 稲 葉 浩 幸

配 布 資 料:

(1)「 近 畿 大 学 の 大 学 ア ー カ イ ヴズ 構 築 に 関 す る基 礎 的 研 究 」第6回 研 究

会 次 第

(2)「 近 畿 大 学 の 大 学 ア ー カ イ ヴズ 構 築 に 関 す る 基 礎 的 研 究 」研 究 報 告 書

.表 紙 案 お よび ペ ー ジ計 算 用 構二成 案

(3)研 究 報 告 書 第1部 「訪 問 調 査 の 結 果 」 仮 レイ ア ウ ト原 稿(約60ペ ー

ジ)・ ・

(4)平 成23年 度 後 期 近 畿 大 学 全 学FD研 究 集 会 ア ン ケ ー ト記 述 欄 集 計

(5)全 国 大 学 資 料 協 議 会 会 員 名 簿

(6)大 学 改 革 研 究 会(近 畿i地 区)2011年 度 第4回 ワ ー ク シ ョ ップ の案 内 メ

ー ル 写 し

(7)「 近 畿 大 学 の 大 学 ア ー カ イ ヴ ズ構 築 に 関 す る基 礎 的 研 究 」第5回 研 究

会 議 事 録(事 前 配 布)

議 題:

1.訪 問 冊 子 の 内 容 に つ い て

冨 岡 が 作 成 した 配 布 資 料(3)に も とづ き 、 出 席 者 に よ り研 究 報 告 書 第1

部 の 原 稿 に つ い て 、 特 に 写 真 の 差 替 え ・報 告 書 内 で の 配 置 と、 キ ャ プ シ

ョ ン の 適 切 な 表 記 に つ い て 議 論 が 行 わ れ た 。 そ の 結 果 、 各 大 学 キ ャ プ シ

ョ ン の 表 記 ス タ イ ル が 統 一 され 、 報 告 書 に 紹 介 され る大 学 の 記 名 順 に つ

い て も 修 正 が な され た 。 ま た 、 限 られ た 時 間 の 中 で は あ る が 、 文 章 の 校

正 も行 わ れ た 。
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2.研 究 報 告 書 の編 集 ス ケ ジ ュ ー ル ・送 付 ス ケ ジ ュー ル に つ い て

冨 岡 よ り今 後 の 研 究 報 告 書 の 編 集 ・送 付 ス ケ ジ ュ ー ル の プ ラ ン に つ い て

説 明 が な され た 。、1月25日 に各 大 学 に レイ ア ウ ト原 稿 を送 付 す る 前 に鈴

木 が 文 章 に 一 通 り 目 を通 して 、校 正 チ ェ ッ ク を 行 うこ と に な っ た 。 レイ ア

ウ ト原 稿 は 順 調 に い け ば2月6日 ま で に は各 大 学 に よ る原 稿 確 認 が 終 了 す

る の で 、そ の 後 研 究 会 メ ンバ ー に フ ァイ ル を 回 覧 す る こ とで 再 校 正 を済 ま

せ て 、2月9日 に は研 究 報 告 書 を 入 稿 す る こ とで 合 意 した 。 同 じ頃 ま で に

印 刷 代 金 と冊 子 郵 送 代 の 入 金 も 済 ませ て 、2月20'日 の 大 学 全 体 の 支 出 関

係 手 続 き の 締 切 日に 間 に 合 うた め の 打 ち 合 わ せ が 行 わ れ た 。2月20日 に

は 、あ わ せ て 報 告 書 の 印 刷 ・製 本 も完 成 させ 、研 究 報 告 書 冊 子 の 発 送 日 は

2月23日 頃 とす る こ とが 決 め られ た。 冊 子 の 発 行 部 数 は300部 を 予 定 し

て い た が 、執 行 予 算 に ま だ 余 裕 が あ る の で 、400部 に増 刷 す る こ と も決 ま

っ た 。

2月23日 の 冊 子 発 送 の 予 定 に先 立 ち 、 予 算 申請 の た め に も2.月2日 ま

で に 送 付 用 の 宛 名 ラベ ル を 完 成 させ る こ とが 決 ま っ た 。宛 名 テ ベ ル は 学 外

が約200、 学 内 が 約100必 要 と概 算 し、残 りの 冊 子 は研 究 会 メ ン バ ー に よ

る 学 部 内 へ の 配 布 用 に 分 配 す る こ と とな っ た 。学 外 宛 の 過 半 を 占 め る 全 国

大 学 資 料 協 議 会 会 員 の 宛 先 に つ い て は 、協 議 会 西 日本 部 会 幹 事 に配 布 資 料

(5)に あ る会 員 名 簿 の宛 名 コ ピ ー フ ァ イ ル の 提 供 を 依 頼 す る こ と に な っ た。

学 内 へ の 発 送 に つ い て は 学 務 部 に 協 力 を依 頼 し、教 職 教 育 部 紀 要 や 自校 学

習DVDと 同 じチ ャネ ル で 全 学 部 に 送 付 す る こ とに な り、理 事 会 等 本 部 執

行 機 関 へ は 増 田が 直 接 配 布 す る こ と とな っ た 。レ ター パ ツ ク へ の宛 名 の 貼

り付 け 、 も し くは 宛 名 ラ ベ ル と切 手 の 封 筒 へ の 貼 り付 け 作 業 に つ い て は 、

増 田ゼ ミ生 の 協 力 を仰 ぐ との 申 し出 が あ っ た が 、必 要 で あ れ ば 研 究 会 メ ン

バ ー も作 業 を行 うこ とで 同 意 した 。

3.今 年 度 の 成 果 と課 題 に つ い て の デ ィ ス カ ッシ ョ ン

今 年 度 の研 究 会 の 活 動 を 振 り返 り、各 メ ン バ ー よ り以 下 の よ うに 総 括 が

な され た 。

〔成 果 〕

・今 年 度 の 研 究 会 で の 調 査 ・研 究 に よ り、今 後 の 本 学 ア ー カ イ ヴ ズ設 置

準 備 作 業 の 基 礎 資 料 が 出 来 た とみ な して よ い 。

・配 布 資 料(4)を 検 討 す る 限 りに お い て 、 昨 年12月17日 の 全 学FD研
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究集会開催の成功によ り、本学 にもアーカイ ヴズが必要である'との学

内世論 が形 成 され た ので はないか。

〔課題〕

・今後の課題 としては、学内の諸 関係者 に研究報告書 を広 く配布 して 目

を通 しても らうことによ り、

大学アーカイ ヴズの設置に向けた学 内世論 の さらなる喚起 を 目指す

必要がある。

・現行の全学部共通教養科 目 「基礎ゼ ミ」に付帯する形で行われている

自校学習を、大学アーカイ ヴズの設置によ り客観 的資料 の充実 を進 め

てい くなかで、 どの よ うに位置づ けてい くのか(現 状 維 持 か 、 も しく

は他 大 学 と同様 に多人数講義 の選択科 目として再構成す るか)を 考 え

る必 要 があ る。

4.そ の 他

配 布 資 料(6)に も とづ き 、2月18日 に 開 催 され る 大 学 管 理 学 会 の ワ

ー ク シ ョ ッ プ の 案 内 を 行 っ た。本 研 究 会 に も 関連 す る 内 容 な の で 、都 合

の つ く メ ンバ ー が い れ ば 参 加 して も ら うよ う提 案 した 。

5.今 後 の 予 定 に つ い て

2月 に レ タ ー パ ッ ク ま た は 封 筒 へ の 宛 名 ラ ベ ル の 貼 り付 け 作 業 を メ

ンバ ー が 行 う こ とに な れ ば 、全 員 に 招 集 を か け る こ と と した 。次 年 度 の

研 究 発 表 会 の 予 定 に つ い て は 未 定 。

以 上

2012年1月25日 作 成 者:藪 下 信 幸
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3.訪 問調 査依 頼 書

2011年7月 ○ 日

○○大学文書館長 様

研究代表者 近畿大学経営学部

教授 増田 大三

「近 畿 大 学 の 大 学 ア∵ カ イ ヴズ構 築 に関 す る基 礎 的研 究 」訪 問 調 査 につ い て(お

願 い)

時 下 ま す ます ご清 祥 の こ と、 お 慶 び 申 し上 げ ます 。 この た び 、 平 成23年 度

近 畿 大 学 学 内研 究 助 成 金 プ ロ ジ ェ ク トと して 、「近 畿 大 学 の 大 学 ア ー カ イ ヴズ構

築 に関 す る基 礎 的研 究 」 を開 始 し、 そ の一 環 と して 各 大 学 の 大 学 ア ー カイ ヴズ

機 関 に下 記 の よ うな訪 問 調 査 を実 施 す る こ と とい た しま した 。',

こ のプ ロジ ェ ク トは 、泊 校 教 育 な ど教 育 ・研 究 の 充 実 の た め に も 「大 学 の歩

み を記 録 した 資料 を整 理 ・保 存 す る大 学 ア ー カ イ ヴズ をぜ ひ 近 畿 大 学 につ く り

た い 」 とい う思 い の も とに8名 の 教職 員 有 志 で 始 ま っ た共 同研 究 で す。 初 年 度

の取 り組 み と して 、 ま ず 各 大 学 アー カイ ヴズ を 訪 問 し、 下 記 の調 査 項 目につ い

て ご教 示 い た だ きた い と考 え てお ります 。

業 務 で ご多忙 の と こ ろ誠 に恐 縮 です が 、 ご協 力 の ほ どお 願 い 申 し上 げ ます 。

記

調 査 日時:2011年8月 ○ 日(○)午 後2時 ～ 午 後4時

調 査 目的:近 畿 大 学 の大 学 アー カ イ ヴズ構 築 の た め の基 礎 的調 査

調 査 項 目:1.貴 学 にお け る大 学 ア ー カ イ ヴズ の 設 置 目的 ・設 置 経 緯 ・組 織

形 態 ・活 動 内容(貴 館 に 関係 す る規 程 ・規 則 ・業 務 な ど を含 め

て)に つ い て ご教 示 お願 い い た しま す 。 ま た 、差 し支 えな い範

囲 で 施 設 見 学 も させ て い た だ けれ ば 幸 い です 。

2.貴 学 に とっ て の大 学 ア ー カ イ ヴズ の 意 義 につ い て 、 ご意 見 を

お 聞 か せ くだ さい。

3.国 立 大 学 ・私 立 大学 に お け る大 学 ア ー カイ ヴズ の意 義 に つ い

て 、 ご意 見 をお 聞 かせ くだ さい。
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調 査 結 果:あ らか じめ 内容 を確 認 い た だ い た 上 で 、 調 査 結 果 の概 要 を本 年 度

末 に作 成 予 定 の報 告 冊 子 に掲 載 させ て い た だ く計 画 です 。 報 告 冊 子

は 、一 部 進 呈 い た しま す 。

調 査 メ ンバ ー(8名 の メ ンバ ー の うち,次 の ○ 名 が調 査 に うか が い ま す):

〔略 〕

以 上

連絡先

近畿大学教職教育部 准教授 冨岡 勝

〔略〕
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4.FD研 究集 会 開催 案 内

全 学FD研 究集 会 の 開催 につ い て(ご 案 内)

平成23年 度 第2回 全学FD研 究 集会 を下記 の とお り開催 す るこ とにな りま した。教 員各位

宛 の案 内状 を別 紙 の よ うに作成 い た してお ります。配 布 につ きま して は、各学 部 の事務 部 を通

じて行 い ます が、各 学部 長 にお かれ ま して も、趣 旨 を ご理解 の上 、周知 徹底 に ご協力 賜 ります

とともに 、学部 のFD委 員 も しくは教育 改革 推進 セ ンター の委 員 の出席 を賜 ります よ う、ご指

導 の程 よろ しくお願 い 申 し上 げます 。

記

日 時 平 成23年12月17日(土)15:30～17:30

講 演 挨 拶

パ ー ト1

休 憩

パ ー ト2

質 疑応 答

15:30～15:40

15:40～16:40

16:40～16:45

16:45～17:15

17:15～17:30

場 所 東 大阪 キ ャ ンパ ス 本館7Fホ ール

テ ー マ 「大学 改革 にお け る大学 ア ーカ イ ヴズ」

〈要 旨>2025年 に創 立 百周 年(母 体 の一つ で あ る大阪 専 門学校 開設 よ り100年)を

迎 え る本 学 で は、創 立 か ら現在 に至 るまで の足跡 に関す る具体 的資料 の整 理 ・保

存 が課題 とな りつ つ あ る。 ま た、近 年 開始 され た 自校教 育 にお い て も、本学 の歴

史 に 関す る資料 を一 層活 用す る こ とが求 め られ て い る。

こ うした 中 で、 日本 の大 学史研 究 の第 一人 者 で あ る と ともに、大 学教 育全 般 に

つ いて幅 広 く発 言 して きた 寺崎 昌男 氏 に、 「大 学 アー カイ ヴズ」(非 現用 となっ た

大学 の事 務文 書や 大 学史 資料 を保 存 ・公 開す る機 関)が 大学 運 営 と教育 面 の両方

で果 たす 様 々な役 割 につ い て解説 してい た だ く。 また 、学習 院 アー カイ ヴズで勤

務 して い る桑 尾光 太郎 氏 に 、私 立大 学 にお け る大学 アー カイ ヴズの活 動 が、 日々

の業務 や 教育 に どの よ うに疫 立 って い るのか を紹 介 して い ただ く。

パ ー ト1「 大 学 改革 にお け る大 学 アー カイ ヴズ」

講 師:立 教 学 院 本 部調 査 役

東京 大 学 名 誉 教授 寺 暗 昌男 氏

パ ー ト2「 私 立大 学 の大学 アーカ イ ヴズ活 用 事例 」

講 師:学 習 院 アー カイ ブ ズ 桑尾 光太 郎 氏

以 上

156



第4部 研究会の活動記録

5.研 究 メ ン バ ー 一 覧

研究代表者

増 田 大 三 経営学部教授 商学

共 同研 究者(五 十音 順)

稲 葉

上 崎

酒 勾

鈴 木

由 窪

雷 岡

藪 下

浩 幸 経営学部教授

哉 法学部准教授

康 裕 経済学部准教授

拓 也 文芸学部准教授

直 規'短 期 大 学部 教授

月券(事務局・編集担当)

信 幸 経 営学 部准 教授

教職教育部准教授

保険論

行政学

韓国語教育

日本古代史

図書館情報学

日本教育史

商業史
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